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温室効果ガス排出量計算レポート出⼒
2006年4⽉から施⾏されている「温室効果ガス排出量の算定・報告・公表制度」においては、⼀定以上の温室
効果ガスを排出する事業所を所有する事業者等は、排出量を⾃ら算定し把握・国に報告する事が義務化されて
います。電源品質アナライザCW500では、レポート出⼒の際に電⼒量から温室効果ガス排出量への換算を⾃動
的に⾏う機能をご⽤意しており報告業務をサポートします。

電⼒会社など電気事業者の電⼒を使⽤する場合、排出量は下記の式で算出するよう規定されています。

温室効果ガス排出量＝電気使⽤量（kWh）×単位使⽤量あたりの排出量（t-CO2/kWh）
（エネルギー起源CO2）

この「単位使⽤量当たりの排出量」は供給元の電気事業者ごとの数値が毎年更新されており、環境省・経済産
業省より「電気事業者別排出係数⼀覧」として公表されています。
CW500に付属しているCW500 Viewerのレポート出⼒機能は、この「単位使⽤料あたりの排出量」を設定して
おくことで、測定した電⼒量（kWh）から上記の温室効果ガス排出量を平⽇・週末・昼夜に分けた形で出⼒する
事が可能です。

積算電⼒量の測定
付属ソフト︓CW500Viewer

モニタリング
または

記録データの解析

温室効果ガス排出量演算レポート出⼒

環境省 温室効果ガス排出量 算出・報告・公表制度 ホームページ
https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/about
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家電製品の誤動作や故障の原因調査
エアコンや冷蔵庫などの家電機器を製造・販売しているお客様は、供給される電源の電圧変動や停電・瞬停、
⼯場からの⾼調波流出などの電源品質の悪化による製品の誤動作を調査する場合があります。
原因究明のための電源品質測定は、現地で計測器を使⽤して実施される場合も少なくはありません。
CW500電源品質アナライザは、電源異常（電圧スウェル、電圧ディップ、電圧瞬停他）をイベントとして補⾜し、
それぞれの異常発⽣時刻や波形データを記録する事ができるため、異常発⽣の原因究明に威⼒を発揮します。

電源異常の例

電圧スウェル（電圧上昇）
電⼒ラインの開閉器の電源投⼊時や落雷の影響などで瞬時的に電圧が
上昇する事があります。

電圧ディップ（電圧低下）
モータの負荷等の起動時に突⼊電流（インラッシュカレント）が発⽣し、
瞬時的に電圧低下する事があります。

電圧瞬停（瞬時停電）
落雷などにより電源供給が⼀瞬停⽌する事があります。

過渡的な事象として、都度イベントとして発⽣時刻、正常復帰時刻、発⽣中の波形
データの記録、発⽣期間中のディジタル信号出⼒が可能です。

その他、「トランジェントーバ（瞬間的な電圧変化）」「インラッシュカレント」が発⽣した
場合もイベントとして捉える事ができます。
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